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特集１ 最新医療における放射線の役割
【巻頭言】
竹 川 佳 宏（徳島大学医学部保健学科放射線技術科学専攻）
古 本 真二郎（徳島県医師会）
２０世紀は治療の時代であった。これからは予防の時代
である。画像診断の革新と遺伝子診断の発展により，２１
世紀の医療は，健康な人々をも対象に拡張される。これ
からわれわれの目指す医療は長寿健康社会を脅かす癌，
脳卒中，心筋梗塞などの重大疾患の発生率の減少，罹患
率や死亡率の減少，要介護の減少である。これら疾患に
は，遺伝的要因は無視できないにしろ生活習慣の影響が
最も大きく，従って，大半は予防可能である。
検診・早期発見の普及，食生活の改善，さらに強力な
禁煙政策，薬で予防する化学予防などがあるが，残念な
ことに後半に関しては普及が困難なようである。これで
は依然として，医学の進歩の恩恵を十分に受けることが
できない状態であり，悪い習慣や無知からはきっぱりと
決別すべきである。
さて，近年放射線医学の領域では目まぐるしいほどの
進歩が見られ，放射線の医学利用は，多くの病気の正確
な診断，的確な治療に欠くことができないものになって
きた。
特にコンピュータ技術の発展に伴い，CT，MRI，超
音波検査（US），SPECT，PET，フラットパネル，PET-
CT など，画期的な診断用放射線医療機器が次々に開発
されている。これら新しく開発される技術は，ほとんど
すべてデジタル画像である。
放射線治療においては，従来の二次元放射線治療から，
三次元放射線治療（３‐dimensional conformal RT）や四次
元放射線治療（４‐dimensional RT）に進化し，強度変調放
射線治療（Intensity modulated RT）や画像誘導放射線治
療（Image‐guidedRT）や定位放射線治療（Stereotactic irra-
diation）など，患者に優しく治療する分野の技術も発展
し続けている。
さらに，医療機器の発展にともない患者被曝や安全確
保の問題がある。これらのほとんどは，医療側の努力に
よって解決できるものである。
このような目覚ましい進歩の反面，放射線医療を取り
巻く環境は厳しくなっている。病院においては，放射線
科医や診療放射線技師の不足はますます切実となってい
る。また少子高齢化に伴ってわが国の医療制度，診療報
酬制度，倫理問題，医療機器の認可制度など，これまで
と大きく変わりつつある。
良い医療をめざしてわれわれは日夜努力をしているが，
最終的には地域に立脚した医療こそが良い医療であり，
眼の肥えた患者を作ることが良い医療を行う最短・最良
の道であるといわれている。公開講座やマスコミ等を通
して多くの情報を発信して，患者の資質を高めていただ
くことが大切である。
本稿では徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究
部病態放射線医学分野の西谷弘先生からは「医療被曝の
現状」について国内外での現状と問題点，関連学会にお
けるガイドラインの紹介と徳島大学病院での今後の取り
組みについての報告があり，徳島大学医学部保健学科診
療放射線技術学講座の久保均先生からは「超高磁場 MR
装置を用いた新しい画像診断技術」について国内外の研
究・診療の現状と最近徳島大学病院に導入された３テス
ラ MR 装置を用いてのさまざまな画像診断技術の紹介
と新しい研究内容の報告があり，徳島大学病院放射線部
の生島仁史先生からは「最新医療における放射線治療の
役割」について放射線治療の現状と徳島大学病院におけ
る最新放射線治療装置による治療技術の紹介と現状につ
いて報告があった。
最後に，徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究
部病態放射線医学分野の大塚秀樹先生からは「PET／CT
検査の近況」について徳島大学病院で２００５年１０月にス
タートした PET／CT 検査の現状と将来性について臨床
症例，研究内容をもとに報告があった。
このように最新医療における放射線の役割は進化・発
展をつづけ，現代医学の中でますます広く根をひろげて
いることを認識していただき，今後のさらなる研鑽を期
待したいと思う。
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